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富 田 浩 治
近年,カオスの研究は盛んに行なわれ,カオス-至る普遍的ルー トがいくつか知られるよう
になった｡その中の1つに周期倍化分岐(perioddoub血g)がある｡その周期倍化分岐を経て発
生するカオス(周期的カオス )に注目し,その普遍的構造をスペクトルの観点から研究した｡
1次元写像系では,周期的カオスの,2つの対応する状態 (例えば,Band分離点 )･でのス
ペクトル間に,ある普辺的漸化式が成 り立っことが解析的にわかる｡その漸化式を,より現実
の系に近い2次元写像系,微分方程式系の Poincare 写像の周期的カオスに適用すると,漸近
的によく成立することがわかった｡
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